
令和３年度第１回
地域保健推進協議会母子保健部会

（議題５）「コロナ禍における各団体の活動
及び対応状況について」

船橋市保健所 地域保健課
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市田先生のデータ（市内感染妊婦について）

３



①年齢 ：平均年齢28.7歳（中央値3０－３４）

②妊娠週数 ：平均２０週（妊娠中記14-27週２０名で最多）

③診断日時 ：平均2.6日医（発症から検査に至るまで）

④感染経路 ：夫orパートナー32名（６７％）と最多、不明10名

⑤療養先 ：自宅療養36名（７５％）、宿泊療養1名、

市内医療機関7名、市外医療機関4名

⑥重症度 :中等症Ⅱ（酸素投与）2名、不明2名以外は軽症

⑦転帰 ：出産3名（帝王切開2名、経膣分娩1名）

⑧新生児 ：3名中1名陽性（経膣分娩での出産児）

４

船橋市内在住の
新型コロナウイルスに感染した妊婦について

2021年4月～9月のまとめ N＝48
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就学前までの母子保健事業一覧（令和３年９月末現在）

事業名の枠の色

桃色：継続又は再開 緑色：縮小して実施又は再開 黄色：実施見合わせ中
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１．母子健康手帳交付と妊婦面接

〇母子健康手帳交付時の妊婦面接には、厚労省作
成の感染予防のチラシを配布し感染予防につい
て注意喚起している。

〇令和2年の12月以降、妊婦で新型コロナウイル
スが陽性となる事例がみられるようになった。

〇令和3年6月、妊婦の感染経路の8割が、同居す
る夫やパートナーからの感染である状況であっ
たことから、新型コロナウイルス感染症対策本部
と共同で感染経路について記載したチラシを作
成。妊婦面接の際に、チラシの内容を説明しなが
ら配布。感染予防について注意喚起している。

〇産科医療機関においても、同チラシを活用して
いただき、感染予防の注意喚起の協力を得てい
る。



２．パパママ教室

７

〇令和2年3月よりパパママ教室の実施を中止。

〇令和2年10月により、沐浴、おむつ交換等育児に関
する動画、パパママ教室の内容の動画を作成し、ホー
ムページ上で公開。

〇妊婦の感染は、呼吸器科と産科の両方のサポートが
できる医療機関の対応が必要となったり、分娩方法
の変更が必要になる場合がある等、妊娠・出産に大
きな影響を及ぼすため、教室再開は暫く困難と考えて
いたが、市民から「体験学習ができないこと」での産
後の育児に対する不安の声が寄せられる。

〇令和３年3月より参加人数の縮小と体験を特化し、
時間短縮して教室を再開。動画は現在もホームページ
上で継続して公開中。



８

３．「不安を抱える妊婦への分娩前のウイルス検査」と
「ウイルスに感染した妊産婦への寄り添い方支援」

〇令和2年8月よりコロナウイルス感染に
対し不安を抱える妊婦に対するPCR検
査を実施。
産科医療機関からはポスターやチラシ
で妊婦への事業周知の協力を得た。
PCR検査（唾液による）は妊婦専用の
日程を設定し、保健所で実施。
〇分娩前検査で陽性が判明した方はいな
かった。
また、寄り添い方支援（陽性となった妊
産婦へ助産師や保健師などが電話や訪
問等による相談支援）を希望した方はい
なかった。
＜検査実績＞ R2.8～R3.3（8か月）

検査数 陰性 陽性

172 172 0



＜利用実績＞

令和2年度は実績が急増した。

申請理由として、感染症の流行に

より、「里帰りができない」「実家

から手伝いに来てもらえない」

という声が多く聞かれた。

〇感染症が流行の中、産後ケア事業の事業委託をしている6施設に対し、

国の補助金もあり、感染対策に必要な物資（マスク・手袋・消毒液など）

支援を実施。

９

４．宿泊型産後ケア事業

H30 R元 R２

出生数 4,998 4,617 4,700

申請数 110 113 161

利用件数 103 105 145



１０

５．妊婦・産婦・乳児健康診査と
妊婦歯科健康診査

〇「妊婦一般健康診査」、「産婦健康診査」、「乳児一般健康診査」
については、健診のタイミングをずらすことはその健診結果の判断
に影響があることから、変更なく実施。

〇「妊婦歯科健康診査」については、令和２年４月～６月１５日の
２か月間中止したが、６月１５日より再開。



１１

６．4か月児健康相談

〇令和2年3月より、感染拡大防止のため集団

事業は中止し、各保健センター窓口での個別対

応とした。事業中止に伴い、むし歯予防に関す

る資料や、離乳食に関する話の内容についての

動画はホームページに掲載中。

〇今後、窓口相談の方法として、計測希望の方に

ついては予約来所の機会を設け実施予定。



１２

７．1歳6か月児健康診査と3歳児健康診査①

令和2年3月 集団健診を中止

令和2年5月 「内科個別健康診査」の受診可能時期を医師会担当理事にも相談し以下の

ように延長

・1歳6か月児健康診査は「２歳になる日の前日」→「2歳6か月まで」

・3歳児健康診査は「4歳になる日の前日」→「4歳3か月まで」

令和2年6月 問診票の発送と併せて内科個別健康診査受診券を同封。内科個別健

康診査が適切な時期に受けられるようにした。

令和2年8月 集団健診中止により受診できなかった児を対象に歯科健診を実施。

（3歳児は眼科の屈折異常スクリーニング検査（以下SVS）も実施）

感染対策のため、受付を分割呼び出し、歯科医師の1名追加、派遣看

護師を導入。

令和2年10月 集団健診のうち、計測、歯科健診、SVS、保健師問診、栄養相談再開

令和2年11月 集団健診のうち、子育て相談再開



１３

７．1歳6か月児健康診査と3歳児健康診査②

＜感染対策として＞
〇問診票と健診案内文の送付時に、健診案内文に「健康チェック表」を記載し、

健診来所にあたっての感染予防について、注意喚起を実施。

対象児がマスクをつけることが難しい年齢でもあること、感染経路が

「会食」による者が多いこともあり、項目については、一般的な体調確認に

加え 「過去3日以内に会食をしていない」を追加。

〇消毒の徹底

〇受付時間を分割して案内、歯科健診医師の人員追加、レイアウトや流れを

工夫して 実施する等、人が滞留することがないように対応している。



〇令和2年3月より事業中止

〇令和3年4月より感染対策をとり、

健診とフッ素塗布の内容で再開。

栄養と歯科講話については、ホームページに

資料を掲載中。

また、事業中止の期間の健診対象者で

健診希望のある方については、申込制

で令和3年5月から10月の期間に実施。

１４

８．2歳6か月児歯科健康診査



１５

９．母子健康相談・母子健康教育

〇令和2年3月より、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、公民館や児童ホーム等を会場に実施している健康相談、

健康教育においても「集団」での実施は原則中止し、「個

別」対応とした。

〇中学校で実施している思春期教育についても、毎年実施し

ている学校においても令和2年度については中止。令和３

年度は依頼をうけた２校へ実施。



＜食育ミニ講座＞

「１歳６か月児健康診査」、「２歳６か月児歯科健康診査」において、
集団のミニ講座を実施しているが、感染対策として健診会場での人の
滞留をなくすため、令和２年３月より中止。

講座内容については、ホームページに掲載中。

＜食育講座＞

令和２年３月より感染拡大防止のため

「離乳食（３回食）と歯みがきの教室」は中止。

離乳食についての動画をホームページに掲載中。

１６

１０．栄養保健事業



１１．フッ化物洗口事業

１７

〇平成30年度より市内全小学校で実施。令和元年から全学年で実施する学校が
増加。

＜令和元年度実績＞

〇令和2年度より、市内小学校全校全学年での実施が決定していたが、新型コロナ
ウイルス感染症流行のため、令和2年度の実施は見送ることとなった。

〇令和3年度9月より再開予定であったが、緊急事態宣言や10歳未満の子どもの
感染拡大がみられたため延期し、10月下旬からの再開とした。

実施学年数 全学年 5学年 4学年 3学年 2学年 1学年

実施校数 １９校 3校 7校 10校 12校 3校



経験のない感染症の急激な拡大に伴い混乱が生じた
・母子担当→事業の中止、再開の判断。感染対策。
・医療現場→コロナウイルス感染者、感染疑いの者を受け入れる際の

感染対策。（妊婦は特に）
・住民 →外出自粛からくる、孤独な育児による育児ストレス、育児

不安の増大や虐待の増加、経験不足からくる発育発達の遅
れの懸念
ビザ切れの外国籍妊婦の増加

業務遂行に伴う課題
・集団健診、体験学習と感染対策の両立の難しさ。
・ICT活用のための知識不足、機器不足
・人員不足

12.コロナ禍における母子保健事業の課題

１８


